
機関リポジトリの
企画から公開まで、そしてこれから（２）

お茶の水女子大学

図書・情報チーム

井上梨恵子

廣田未来

2007/7/11, 8/22 平成19年度学術ポータル担当者研修



URL：http://teapot.lib.ocha.ac.jp/

分かりにくい用語や
余計な機能を排除

お得意様はVIP待遇

見たいコンテンツの
本文をすぐに表示

NDCをもとに
コミュニティ・コレクションを作成

2007/7/3 CSI委託事業報告交流会
ポスター

2007年4月18日 正式公開



TeaPot拡張機能

トップページにコンテンツ数表示機能

紀要単位での表示機能

アクセス数統計機能

ダウンロード数配信機能

PDFカバーページ追加機能

etc…
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TeaPotのコンテンツ

登録コンテンツ数 600件程度 （2007年6月末現在）

学術論文

紀要

研究プロジェクト報告書

創作舞踊（動画・静止画）

Annual report

全教員約250名の教員個人個人の活動状況を記したもの

etc…

全教員からのコンテンツ提供 2 / 12



TeaPot構築のポイント

小規模大学のゼロからのスタート

学長～館長～課長の強力なリーダーシップ

全学的推進体制

 DSpaceシステムの自力構築

図書・情報課が一体となって
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構築体制

2006年4月 5日 学長への事業説明 （館長+参与+課長）
4月13日 総合学術情報基盤プロジェクト設置

総合学術情報基盤プロジェクト（H18.4-12月）
副学長（図書館長）を筆頭に学長補佐、総合情報処理セン
ター長、図書・情報課長、 学外専門家等を含む10名

実働部隊
・図書・情報課長（リーダー）
・情報管理係（係員1名兼務）
・情報ｼｽﾃﾑ係（係員1名兼務）
・情報推進係（係員1名兼務）
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実
務
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勉強
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（案）

学
長
・
PT

9月H18.4月 12月

H19.
2月

トップとボトムの協働
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PT

報告書

教授会
資料配布

自力
構築
決定

著作権研
修会

名称・
運用指針
（案）承認

大学HP/
年度計画

自力イン
ストール
開始

コンテンツ
収集・登
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サーバ
設定完了
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用指針
（案）検討
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課長図
書
・
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課
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全学に対する周知、広報

７/５教授会で、学長自ら全教員に対して開始宣言

11/18教授会での資料配布

学内メール

著作権研修会

大学HP （正式公開が掲載、TeaPotバナー）

大学年度計画
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教育・研究成果の電子公開と著作権に関する研修会

第1回 9/29

教育・研究成果の電子化・公開と著作権
西村泰雄（文化庁著作権課著作物流通推進室室長補佐）
参加者数：約50名

第2回 11/10

教育・研究成果の電子化・公開とリスクマネージメント
山田勝重（本学監事・弁護士）
参加者数：約40名

⇒不安解消
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コンテンツ収集の現状

TeaPot ⇔ 紀要電子化 相乗効果

続々と依頼が・・・

教員との連携体制ができつつある
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システム自力構築

メリット

－ お金がかからない

－細かい修正など、気軽に変更できる

デメリット

－サーバの管理から自分でやることに（バックアップ等）

－エラー時の対処が大変

ブログにて作業日誌を公開

はてなダイアリー

http://d.hatena.ne.jp/ocha_repo/

2006年10月27日から開始

9 / 12構築にあたっては、北海道江別市の鈴木様に多大なご協力をいただきました。



この間、お茶大附属図書館では・・・

図書・情報課発足

図書館システムリプレイス

遡及入力

図書館改修工事

図書館ホームページリニューアル

新入生全員PC貸与決定
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この１年をふりかえって

小規模大学のよさを再確認

学長のもとに早期にPTが設置

教員が極めて協力的

職員のチームワーク

etc…
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これから

TeaPotをより身近に


